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11月 度理事会概要

開催 日時 : 平成 27年 11月 19日 (木)13時 30～ 17時 00分
開催 場 所 : 文京シビックセンター 3階 B会議室

理事総 数 :  10人
出席理事数 :   7人

(1)理事長挨拶
本 日はいつもより会議の時間が長くなりますが宜しくお願い致し

ます。

(2)業務報告

①事務局運営 。渉外

11月 4日 (水 )
(一財)日 本消防設備安全センター

創立 40周年祝賀会及び平成 27年度消防関係功労者等表彰式
明治記念館    岡野事務局長 出席

11月 5日 (木 )
東京第 5支部 支部長石毛氏、副支部長磯部氏 来局
第 5支部、支部会開催について打合せ。
支部会開催決定。平成 28年 2月 10日 (水 )
文京シビックセンター 18時 より

11月 6日 (金 )

平成 27年度消防設備業務講習会 (点検実務者に求められる
素養について学び考える)

主催  (一財)神奈川県消防設備安全協会
講師  (一社)東京防災設備保守協会 小川 勉氏
松原理事、岡野事務局長 オブザーバー出席
講師の問いにグループ分けされた受講者がディスカッション

の上集約された意見を発表する。講師の話中心の受動的な講



習会ではなく参加者同士の交流も考えられた斬新かつ有意義

な講習会であった。

事務局報告 :

10月 22日
「防火設備検査員に関する講習」案内を送付

11月 26日 (木 )

乙 6講習会開催 文京シビックセンター 9時 30分開始
11月 13日 (金 )

東京消防庁火災予防功労者 表彰
武藤 忠春  城南設備欄
濱時 智隆  朝都市防災システムズ

年末年始 休暇
12月 29日 (火 )～ 1月 4日 (月 )
1月 5日 (火 )  仕事始め

三役新年挨拶廻 り

1月 8日 (金 )

国交省 新年挨拶
1月 13日 (水)広 江理事長、中島専務理事、武藤理事

②広報
「防災組合ニュース」

′
表紙の文字が見づらいとの意見があり

意匠を変えて発行 見づらさは解消。

③教育

11月 26日 (木)消 防設備士乙 6類講習会  開催決定
12月  4日 (金)消 防設備士甲 4類講習会  開催決定
甲4は応募人数が少ないが今回は 2年続けて中止には
できないということで開催を決定。再度募集の FAXを
送る。

甲3講習会はモリタ官田工業鶴に講師依頼を打診。
会場も貸してくれるとのことだが場所が茅ヶ崎で都心から
遠いので東京での開催をお願いしたい。2月 15日 から
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2月 19日 の間で講師の予定確認を松原理事に依頼。

④福利厚生・企画

古木副理事長より、研修旅行懇親会の収支報告が行われた。

ボーリング、忘年会の詳細が報告され参加を確保することの

要請がなされた。

⑤財務・共同購買

売上が前年度対比で約 5%減、今後もこの傾向に変化は無
いと予測できる。外部の売上は前年に比べて変化はない。

組合員各位への売上が約 10%減 少している。
残 り 5カ 月で何とか前年に近づく努力をしていきたい。

⑥研究部会

AIU損害保険欄宮崎氏の出席でマネジメン トリスク
プロテクション保険についての説明。役員個人を取 り巻く

訴訟のリスクに対する保険とのこと。資料等出来たら

組合員各位に送 りたい。

⑦防JF煙検討委員会

広江理事長より10月 27日 に行われた防排煙設備実務講習会

についての説明が行われた。この際 1社 30,000円 の講師料
の決め方に問題があるのではとの指摘があり今後は理事会

で決定すべきとの結論に至った。

③青年部

11月 20日 (金)青年部 。研修会
研修先はニッタン電子輸 大利根工場
生産工程の見学他後に大宮で懇親会。

⑨支部運営促進

2年ぶ りに第 5支部会が石毛支部長の下開催が決まった。
平成 28年 2月 10日 (水 )文京シビックセンターにて
平成 27年 12月 3日 (木 )立川方面で第 4支部会開催予定。
議題は会員の増強について
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(3)議案の審議

第 1号議案  新年賀詞交歓会について
賀詞交歓会に先立って行 う理事会において今回より理事

のみで行 う。当該役員には理事長より連絡をする。

役割分担については 27年賀詞交歓会と同じ担当者 とする。

来賓祝辞 今回、中央会の担当、鈴木氏が変わった。
毎年中央会の方にお願いしていたが今回は工業会

の役員か能美橋爪会長にお願いしたいということ

となり、古木副理事長に依頼した。

乾杯 27年は橋爪氏にお願いしたが橋爪氏が祝辞の場合
他の人選を考える。

祝宴 バン ド演奏、ア トラクションの類は行わない。
懇談を中心とする。

来賓すべての紹介はしない。ひな壇の方々のみ。

ビンゴは行 う。

第 2号議案 組合創立 50周年祝賀会について
50周 年祝賀会は 49回通常総会時に行 う。

準備委員会を立ち上げる。メンバーの選定について

意見が出たが、現在の理事で行つていく。

12月 の理事会を 14:00開 始 17:00ま で時間を
多めにとつて話合 う。そこで決まらなければ

1月 21日 10時 より理事会を行 う。

次回 12月 17日  文京シヒ゛ックセンター 3階 B会議室
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平成 27年 11月 度業務報告

・月 日 (曜)    。内 容 等 。来局理事等

10月 15日 (木) 研修旅行 。10月 度理事会  箱根・湯本  「河鹿荘」

10月 22日 (木) 業務決裁・・・広江理事長   会社にて

10月 27日 (火) 防排煙実務講習会     文京シビックセンター

10月 29日 (本) (―財)あんじん財団   長堀支局長他 来局
傷害保険について打合せ

広江理事長、岡野事務局長

11月 4日 (水)  (一 財)日本消防設備安全センター
創立40周年祝賀会及び平成 27年度消防関係功労者等
表彰式 明治記念館

岡野事務局長 出席
11月 5日 (木)  東京第 5支部、支部長石毛氏、副支部長、磯部氏来局

第 5支部、支部会開催に向けての打合せ

11月 6日 (金)  業務決裁・・・広江理事長   会社にて

平成 27年度消防設備業務講習会 (点検実務者に求めら
れる素養について学び考える)

主催  (一財)神奈り1県消防設備安全協会
松原理事、岡野事務局長 オブザーバー 出席

かながわ労働プラザ

11月 12日の   経営診断・・・小出会計
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「防火設備検査員に関する講習」ご案内
主催 一般財団法人
協力 国 土 交 通

日本建築防災協会
省

建築基準法の改正により、平成28年 6月 の施行が予定されている新たな
「定朔報告制度」においては、「防火設備惨査

員」が位置付けられ、原則、法定講習の修了者に対して資格者証が交付されることとされ
ています。

この制度の円` な開始には、施行前に一定数の方に防火設備検査員にな
つていただく必要があることから、本協会で1ま、

国土交通省の協力のもとに事前講習として「防火設備検査員に関する講習Jを開催することといたしました。
この講習は

学科講習と実技講習とで構成されています。
「防火設備検査員に関する講習」の修了者は、法施行後に実施される r登録防火設備検査員講習」の修了者と同等

に扱

われ、国土交通大臣より防火設備検査員の資格者証が交付される予定です。

第 1受講資格

受講資格者は、次の区分イからヌまでのいずれかに該当する者

第2 開催期日:開催地 定員 3回に分けて開催します。複数回の受講はできません。

開催回 関麟 日 開催地 定員

第1回
平成 28年
1月 13日
～ 14ロ

水

木

札幌市内 30Юピ
=

仙台市内 300名

新潟市内 250名

東京都区内 150銘

名古屋市内 50略

大阪市内 1000И

`
高松市内 15略

広島市内 30略

福岡市内 500名

那覇市内 150名

※定員に達し次第、申込み受付期間中でも締め切ります。

※具体的な受講会場は受話票送付時にご案内いたしますので予めご了承下さ
い (送付時期は平成27年 12月中旬)。

学 校 科学 (麟鶴謙撃鷺努)

イ 大学 正規の建築学、機械工学または電気工学に相当する課程

正規の建築学に相当する課程の例 :

建築科、建築学科、建築工学科、建設科、建設学科 など
正規の機械工学に相当する課程の例 :

機械科、機械学科、機械工学科、機械システムエ学科 など
正規の電気工学に相当する課程の例 :

電気科、電気学科、電気工学科、電気技術科 など

2年以上

口 3年制短期大学
(夜間を除く)

3年以上

ハ 2年制短期大学
又は高等専門学校

4年以上

二 高等学校又は
中等教育学校

7年以上

ホ ‖年以上の実務経験 (防火設備に関するもの)を有する者
へ 建築行政に関して2年以上の実務経験 (防火設備に関するもの)を有する者

卜 消防吏員として 5年以上の実務経験 υく災予防業務に関するもの)を有する者

チ 消防設備点検資格者として 5年以上の実務経験 (防火設備に関するもの)を有する者

り 甲種消防設備士又は乙種消防設備士として5年以上の実務経験 (防火設備に関するもの)を有する者
上記と同等以上の知識及び経験を有する者

」?76誘焚装鷲奄麗撃露篭蕊蒙簸喜9墾毒I象秀テ生筐
了し、一定の実務経験(防火設備に関するもの)を有す
三の実務経験 (防火設備に関するもの)を有する者 (以下

「防火設備実務者」という。))

リス

開催回 開糊 日 開催地 定員

第2回
平成 28年
1月 26日
～ 27日

伏
休

東京都区内 100銘

名古屋市内 50銘

大阪市内 50皓

福岡市内 5004

開催回 開催期日 開催地 定員

第 3回

n,28年
2月 8日  (月 )

～ 9日 (火 )

東京都区内 1∞0名

名古屋市内 500イヒ

大阪市内 500名

福岡市内 50銘
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第3 請習科目 請習時間
この講習はDVDによる講習です。

1日 目 2日 目

時  間 科 目 時 間 科 目

8:45- (受付開始) S45- (受付開始)

9:30-11:30 建築学概論※1 9130～ ■0:30 防火設備概論 (運動機構に関するもの)

11:30-12:20 (壁懸 ) 10:40～ 11:40 防火設備に関する維持保全

12:20-13:20 防火設備定期検査制度総論 11140-12:30 (昼食休憩)

13:30-14:30 防火設備に関する建築基準法令 12:30～ 14:30 防火設備定期検査業務基準

14:40-16:40 防火設備概論 (防火戸等に関するもの)※
2 14150-15:00 (修了考査における注意事項説明)

15:00～ 16:30 修了考査

Xl:「建築学概論」の科目については、特殊建築物等調査資格者、建築設備検査資格者、昇降機検査資格者又は建築設備士は、申請

に基づき受講を免除することができます (以下「受請免除A」 という。)。 ただし、受講料の減額はありません。

※2:「防火設備概論 (防火戸等に関するもの)」 の科目については、防火設備実務者は、申請に基づき受講を免除することができま

す (以下「受講免除B」 という。)。 ただし、受請料の減額はありません。

第4 受講料
受講料 32.400円 (消費税込み)(テキスト代含む。)

この講習案内に添付の振込用紙を用い、銀行窓口にてお振り込み下さい。既納の受講料は返金いたしません。ただし、

受講資格がないと判定された方には受講料を返金いたします。領収書は銀行発行の振込受領書をもつて代えさせていた
だきます。なお、この受講料には実技講習の受講料を含みません。

下記の①～③の書類及び受講資格の区分 (第 1 受講資格参照)に応じた④～⑦の書類、また、必要に応じて①の書

類を角2号封筒 (A4サイズが入るもの)に入れて第6 申込書の送付先にご送付下さい。
① 受講申込書
所定の用紙 (この講署案内に添付の受講申込書)に記入して下さい。所定の用紙以外は認められません。

② 整理票
整理票に必ず写真 (6ヶ 月以内に撮影したもの。大きさ縦3 5cmX横25c襲 裏面に氏名を必ず記入)を貼付

して下さい。また、太枠内の申込者氏名、フリガナ、性別、生年月日を記入して下さい。

③ 振込証明書
銀行窓口にて受講料を振り込んだ際の押印済みの振込証明書 頓本)を振込証明書 貼付欄に貼り付けて下さ
しヽ 会社名で振り込む場合は、振込証明書の依頼人の欄に会社名を、受講者氏名欄には受講者氏名を必ず記入し

て下さい。

① 卒業証書の写し又は卒業証明喜 (原本)(受講資格の区分 イ～二またはヌの①で受講する場合)
⑤ 消防設備点検資格者の免状の写し (受講資格の区分 チで受講する場合)
⑥ 甲種消防設備士又は乙種消防設備士の免状の写し (受講資格の区分 りで受講する場合)
⑦ 防火設備実務者であることを証する書類の写し (受詳資格の区分 ヌの②で受講する場合)
③ 申込に必要な書類等に記載された氏名等と現在の氏名等に異同がある場合|ま、戸籍謄本・戸籍抄本等、その記載
事項の異同が確認できる書類又はその写しを受講申込書と一緒にご送付下さい。

⑨ その他、受講資格審査等に追加で書類 (労働者名簿の写し等)が必要となつた場合には、すみやかに提出して下
さい。

受講の一部免除手続

受講の一部免除を希望する場合には、以下の資料についても受講申込書と一緒にご送付下さい。

受講免除Aを希望する場合 (「建築学概論」科目免除)

特殊建築物等調査資格者、建築設備検査資格者、昇降機検査資格者、建築設備士いずれかの資格を証すう書類の写し

・受講免除Bを希望する場合 (「防火設備概論 (防火戸等に関するもの)」 科目免除)

防火設備実務者であることを証する書類の写し      '
実技講習の免除を希望する場合 (「実技講習」科目免除)→ Ⅱ 実技講習 第 7実技講習の受講免除手続を参照
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第6 申込書の送付先

(講習実施補助業務委託先)

〒1920042 東京都八王子市中野山王 1-21-1
サンパートナーズ (株 )防火設備講習 係 TEL 042-628-9660 FAX 042 628-9026

第7 申込期間
・ (講習案内・受講申込書の情報提供開始) 平成27年 10月 1日 (木)～
・ (講習案内 受講申込書の配布開始)   平成27年 10月 13日 (火)～
・ (受付期間) 平成27年 11月 2日 (月 )か ら 11月 30日 (月 )まで (消印有効)

第8 受講の通知

受講資格審査の結果、受講資格者には受講票 会場案内を送付します (平成 27年 12月 中旬)。 受講資格がないと判
定された方にはその旨を通知し、後日受講料を返金します。受講にあたつては、第 3、 第 11、 第 12を よくお読みの上、

受講会場までお越し下さい。

第9 修了考査結果の通知
修了考査を受講された方には、合否の結果を本人に通知いたします (平成28年 3月 上旬)。

また、修了考査の合格者で実技筆習の受講免除の方には、講習修了証明書を送付します。

第10 住所・勤務先等変更の連絡

住所・勤務先等、受講申込書記載事項に変更があつた場合は、所定の変更届 (ホームベージに掲載)により、(一財)
日本建築防災協会 防火設備講習係に届け出て下さい。

第11 請義受講の際の注意事項

1 受講票と筆記用具を必ず持参して下さい。
受講票は両日とも入場の際に受付に提示し、出席の確認印を押してもらつて下さい。出席の確認印がない場合は欠席

とみなされる場合がありますのでご注意下さい。

筆記用具については、鉛筆、シャープベンシル、消しゴム、その他、マーカーや付箋の持ち込みも可能です。
2 座席は指定されていますので、必ず指定された席に着席して下さい。受講番号の下4桁と座席指定番号が対応して
いますので、会場で提示される座席表を確認して下さい。

3 講習時間中に写真と照合し出欠を確認します。指定された席以外に着席すると欠席とみなされますのでご注意下さ
|ヽ。

4 場内では、携帯電話等の使用はできませんので必ず電源を切るか、マナーモードにして下さい。
5 全科目を受講しないと修了考査は受けられません。また、30分以上違刻・早退した講習科目が1つてもある場合は、
受講を放棄したものとみなされ、修了考査は受けられません。
6 受講免除A(「建築学概論」科目免除)で受講される方は、1日 目最初に受講する講義は 12120か ら始まりますの
でご注意下さい。受付は11:50か ら開始します。

第12 修了考査の注意事項

1.30分以上遅刻した場合は修了考査は受けられません。
2 筆記用具 (HB以上の鉛筆・シャープベンシル、消しゴム)をご用意下さい。修了考査はマ~ク シ~卜方式となつて
います。
3 修了考査中は講習テキスト及び建築基準法令集を持ち込むことができます。
4 修了考査開始から45分間及び終了 15分前から終了までの間は退場できません。
5 修了考査の一部免除はありません。
6 携帯電話等無線通信機器 (時計機能として使用する場合を含む。)の修了考査時間中の使用を禁止します。なお、
修了考査時間中に使用した場合は不正行為とみなします。
7 不正行為があった場合及び係員の指示に従わなかった場合は、解答は無効となり、退場していただきます。
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第 1 受講資格

学科講習の全科目を受講し、修了考査に合格した方です。

第2 開催期日 開催地                        、

平成 28年 3月 中旬～4月 頃、本L幌、東京、名古屋、大阪、福岡で開催予定です。

掌
`備
習料旧―爺 習時間__

実技講習 (防火設備検査方法)の講習時間は3時間を予定しています。

第4 受請料
実技講習受講料 27.000円 (消費税込み)

実技講習の受講料は、実技講習申込時に申し受けます。

第5 受講申込手続
学科講習の全科目を受講し、修了考査に合格した方 (実技詳習の受講免除を受けた方を除く。)には、合格通知と実

技講習の案内を同時に送付いたしますので、この案内に従つて手続きをして下さい (平成 28年 3月 上旬送付予定)。

■6環 習修了■朗書の送量_
実技講習を受講された方には、講習修了証明書を送付します。

中 講免除手続_
実技講習は、防火設備実務者については、申請に基づき受講を免除することができます。

実技講習の受講免除を希望する場合には、学科講習の申込の際に以下の要領でお申し込み下さい。

1)学科議習の受講申込書 (裏面)の実枝請習の受講免除の欄の□にレ点を記入して下さい。
2)防火設備実務者であることを証する書類の写しを申込書と一緒に同封して下さい。

◎本協会のホームページに、この請習の実施に関する最新の情報や、申し込みに関する0&ヽ等を掲載いたしますので、

随時ご確認下さい。(ホームベージ http ll― kenchku― bosd or,p′ bOukasetsuЫ himl)

●講習案内 受講申込書の配布
学科講習の講習案内・受講申込書は、以下の窓口で配布をお願いしております。

○全国都道府県庁及び主要市 (区)役所建築担当課窓口、全国主要消防本部 (局)予防課窓口

○全国各地建築士会、建築士事務所協会窓口 O蜘 調査報告取扱い地域法人窓ロ

なお、上記の窓口で入手できない場合は、以下の要領で請求して下さい。

1)返信用封筒 (返信先を記入し、切手を貼り付けて下さい。)
1部～2部 :角 2号封筒 (A4サイズが入るもの)に 140円切手貝占付

3部～4部 :角 2号封筒 (A4サイズが入るもの)に205円切手貼付
5部～6部 :角 2号封筒 (A4サイズが入るもの)に 250円切手貼付
7部τ10部 :角 2号封筒 (A4サイズが入るもの)に400円切手貼付     .
2)希望部数等を記入した用紙 (様式は自由です。)
ご記入いただく項目:希望部数 (O部 )、 氏名、連絡光電話番号

3)請求先
上記の1)及び2)を、以下にご送付下さい。
〒1920042 東京都八王子市中野山王1-21-1
サンパートナーズ (株)防火設備請習案内送付 係 TEL 042 628 9560 FAX 042 628-9026
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事 務 局 だ よ り

◎組合情報

年末年始の事務局業務予定は次頁のご案内の通りです。

宜しくお願い申し上げます。

◎共済制度について

●消防設備保守・点検・設置工事等の賠償責任保険 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店 。株式会社サンリビング)と提携
しています。請負業者賠償責任保険・生産物 (完成工事)賠償責任保険。

受託者賠償責任保険がセットになつた総合型の保険です。

●自動車共済制度 :

関東自動車共済共同組合と提携しています。

●団体傷害補償制度 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店・株式会社サンリビング)と提携
しています。

◎ ご注文は今後もFAXでお願いします。
組合員の皆様には、いつも FAXでご注文をいただき誠にありがとうござ
います。ご注文の商品名・数量等間違いのない納品をさせて頂くために、
ご注文は今後ともFAXでお願いいたします。
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平成 27年 12月  日

組 合 員 各 位

拝啓

平素より当組合事業にご協力賜り誠に有難う御座います。

さて、年末年始の業務は下記の日程になります。

何かとご不便をおかけしますが、宜しくお願い申し上げます。

謹  白

年末 12月 29日 (夕k)より～

年始 4日 (月 )迄休業
5日 (火)より通常営業 )

1月

(1月

郷
　
設

本
　
災

区
　
防

一只
　
本

文
　
日

-  1  5

備 協 同

- 6

組 合

年末年始の休業日のご案内 2


